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　インプラント臨床家のためのトリートメントガイドシリーズVol. 7では、歯槽堤増生術に
スポットを当てる。
　本書は2008年のコンセンサスと最新の文献レビューに基づき、歯槽堤増生に利用される
テクニックや骨採取法を詳説。そしてさまざまな程度の骨萎縮に対する自家骨や移 材料を
用いた上顎洞底挙上術、GBR法などについて12の臨床ケースで示す。エビデンスに基づいた
適切なリハビリテーションを実現させるための実際的な指針となる一冊。
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